
v

序

序

　

駒
村
圭
吾
教
授
は
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
度
末
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
ご
退
職
さ
れ
る
。
駒
村
先
生
は
、
平
成

一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
、
慶
應
義
塾
法
学
部
に
着
任
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
慶
應
義
塾
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

先
生
と
慶
應
義
塾
の
つ
な
が
り
は
深
い
。
先
生
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
単
位
取

得
満
期
退
学
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
（
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
）
に
研
究
員
と
し
て
在
籍
さ
れ
て
い
た
。
同
年
か
ら
の
白
鷗
大
学
法
学
部
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
、
前
述
の
と
お
り

平
成
一
五
年
に
塾
法
学
部
で
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
着
任
の
翌
年
に
は
、
大
学
院
法
務
研
究
科
助
教
授
の
職
に
も
就
か
れ
、

こ
こ
か
ら
学
部
教
育
と
と
も
に
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
法
科
大
学
院
を
兼
任
し
て
、
法
曹
養
成
に
お
い
て
も
義
塾
を
け
ん
引
さ
れ

た
。
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か
ら
は
法
学
部
教
授
、
さ
ら
に
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
平
成

二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
か
ら
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
、
翌
年
か
ら
一
年
間
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

日
本
研
究
所
・
ウ
エ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド
国
際
関
係
研
究
所
に
訪
問
研
究
員
と
し
て
留
学
を
経
験
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研

究
所
で
憲
法
改
正
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
諮
問
委
員
会
の
委
員
、
義
塾
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
こ
の
国

の
か
た
ち
』
共
同
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
学
術
国
際
交
流
に
お
い
て
、
義
塾
と
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と

の
間
の
友
好
関
係
の
構
築
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
先
生
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
委
員
会
委
員
長
、
法
学
部
長
補
佐
、
大
学
評
議
会
委
員
、
慶
應
義
塾
高
等
学
校
・
校
長
、
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慶
應
義
塾
常
任
理
事
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
初
代
所
長
、X

 D
ignity

セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
長
と
い
っ
た
形
で
、
塾
内
及
び
学
部
内
で
の
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
。
先
生
が
、
義
塾
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
身
を
粉

に
し
て
邁
進
さ
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
慶
應
義
塾
に
対
す
る
熱
い
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
い
ま
や
先
生
は
、
法
学

部
に
留
ま
ら
ず
義
塾
全
体
に
と
っ
て
余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
存
在
と
い
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
研
究
面
で
の
先
生
の
功
績
に
も
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
先
生
は
、
ご
専
門
と
さ
れ
た
憲
法
分
野
に
お
い
て
、
常
に
学
界

の
議
論
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
を
比
較
法
研
究
の
対
象
国
と
し
、
人
権
及
び
統
治
に
関
す
る
類
ま
れ
な
る
業
績
を
数
多

く
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。
特
に
、
初
期
の
業
績
で
あ
る
『
権
力
分
立
の
諸
相
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
行
政
機
関
に
関
す
る
研
究
の

成
果
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
統
治
制
度
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
に
注
意
を
払
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
統
治
制
度

の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
先
生
の
ご
関
心
は
、
後
年
に
京
都
大
学
の
政
治
学
者
・
待
鳥
聡
史
教
授
と
の
共
編
著
と
し
て
上
程
さ
れ
た

『
統
治
の
デ
ザ
イ
ン
―
―
「
日
本
の
憲
法
改
正
」
を
考
え
る
た
め
に
』
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
う
し
た
統
治
の
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
業
績
が
、「
表
現
の
自
由
」
や
「
報
道
の
自
由
」
に
関
す

る
論
稿
の
数
々
だ
ろ
う
。『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理
―
―
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
』
は
そ
の
代
表
作
と
い
え
る
が
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
理
解
を
情
報
の
発
信
者
と
受
信
者
を
媒
介
す
る
役
割
を
担
う
媒
体
モ
デ
ル
と
使
命
（
エ
ト
ス
）
と
呼
ば
れ
る
行
動
規
範

の
も
と
で
行
動
す
る
実
体
モ
デ
ル
に
分
類
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
単
に
表
現
の
自
由
に
関
す
る
著
作
と
し
て
優
れ
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
紐
解
か
れ
た
研
究
と
い
え
る
。
そ
の
内
容
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広
く
普
及
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
機
能
の
優
位
性
を
失
っ
た
現
代
に
お
い
て
も
、
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。
こ

の
ほ
か
に
も
先
生
は
、『
表
現
の
自
由
Ⅰ
─
─
状
況
へ
』・『
表
現
の
自
由
Ⅱ
─
─
状
況
か
ら
』
を
鈴
木
秀
美
名
誉
教
授
と
の
共
編
で

手
が
け
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
表
現
の
自
由
領
域
に
お
け
る
一
線
級
の
研
究
者
と
実
務
家
に
よ
り
書
か
れ
た
論
稿
が
数
多
く
所
収

さ
れ
た
、
大
変
重
厚
な
研
究
書
で
あ
る
。
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ま
た
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
、
神
経
法
学
と
い
っ
た
最
新
の
情
報
技
術
に
関
す
る
領
域
に
も
研
究

関
心
を
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
生
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
目
標
1
・
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
身
体
的
能
力
と
知
覚
能

力
の
拡
張
に
よ
る
身
体
の
制
約
か
ら
の
解
放
」（
Ｐ
Ｍ
・
金
井
良
太
（
株
）
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
経
営
企
画
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
協
創
部
担
当
部
長
）
の
課
題
推
進
者
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ロ
・
テ
ッ
ク
の
実
装
に
関
す
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
行
う
「IoB-S

（“Internet  of 

Brains”-Society
）」
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
同
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
編
で
出
版
さ
れ
た
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ

イ
ン
ズ
の
法
―
―
神
経
法
学
の
基
礎
と
事
例
研
究
』
の
編
集
代
表
を
務
め
ら
れ
た
。
第
一
部
で
は
神
経
科
学
の
研
究
者
と
法
律
家
で

構
成
さ
れ
る
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
間
で
の
対
話
を
記
録
し
、
第
二
部
で
は
設
定
さ
れ
た
仮
想
事
例
に
対
す
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
駒
村
先
生
の
研
究
に
対
す
る
関
心
領
域
の
幅
広
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
憲
法

学
と
い
う
分
野
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
分
野
を
越
境
し
て
学
際
的
に
研
究
や
企
画
を
行
う
こ
と
を
積
極
的
に
進
め
て
お
ら
れ
る

姿
は
、
後
進
の
私
た
ち
に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

　

さ
ら
に
教
育
面
に
お
け
る
先
生
の
貢
献
に
も
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
二
〇
期
を
超
え
る
学
部
ゼ
ミ
に
は
、
各
期
に
大
勢
の
学
生
た

ち
が
所
属
し
、
先
生
か
ら
の
厳
し
く
も
温
か
い
薫
陶
を
受
け
て
、
政
治
・
経
済
・
法
務
な
ど
の
各
界
へ
と
巣
立
ち
、
一
大
勢
力
を
築

き
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
院
で
の
後
進
研
究
者
育
成
に
お
い
て
も
尽
力
を
さ
れ
、
先
生
の
手
厚
い
指
導
を
受
け
た
何
人
も
の

憲
法
研
究
者
は
、
研
鑽
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
法
科
大
学
院
の
法
曹
養
成
に
も
力
を
注

が
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
行
わ
れ
た
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
誌
で
の
連
載
は
、『
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
転
回
―
―
憲
法
的
論
証
を
求
め

て
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
多
く
の
法
曹
志
望
者
た
ち
の
手
に
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
と
い
う
象
牙
の
塔
を
飛
び
出
し
て
実

際
の
憲
法
訴
訟
に
も
か
か
わ
り
、
大
学
人
と
し
て
の
社
会
貢
献
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て
お
ら
れ
る
姿
も
印
象
的
で
あ
る
。
特

に
、
札
幌
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
の
各
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
一
連
の
同
性
婚
訴
訟
に
、
意
見
書
を
執
筆
さ
れ
る
な
ど
し
て

深
く
か
か
わ
ら
れ
た
こ
と
は
、
憲
法
学
の
発
展
に
と
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
功
績
と
な
っ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
本
退
職
記
念
論
文
集
は
、
献
辞
・
対
話
パ
ー
ト
・
論
文
パ
ー
ト
と
い
う
『
法
学
研
究
』
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
類
を
見

な
い
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
先
駆
的
で
独
創
性
に
富
ん
だ
駒
村
先
生
を
送
り
だ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
論
文
集
に
な
っ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
論
文
集
の
対
話
パ
ー
ト
で
は
、
先
生
の
も
と
を
巣
立
っ
た
「
駒
村
門
下
」
と
先
生
ご
自
身
と
の
間
で
交
わ

さ
れ
る
温
か
み
の
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
緊
張
感
を
は
ら
ん
だ
や
り
と
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
生
が
、
塾
法
学
部
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
法
学
部
に
残
る
同
僚
に
と
っ
て
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

は
、
同
時
に
、
先
生
が
人
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
も
確
信
し
て
い
る
。
先
生
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
る
塾
法
学
部
へ
の
貢
献
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
感
謝
の
し
る
し
と

し
て
、
本
号
を
こ
こ
に
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
六
年
三
月

�

法
学
部
長　

亀
井

　
源
太
郎　
　


